
会
社・法
人
訪
問

会
社・法
人
訪
問

の
ペ
ー
ジ

の
ペ
ー
ジ

●
事
業
所
の
人
事
・
労
務
の

　
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

上
位
層
ほ
ど
業
績
連
動

　

報
酬
は
年
俸
制
を
採
用

し
、
グ
レ
ー
ド
に
よ
り
決
定

す
る
「
基
本
報
酬
」
と
、
評

価
に
連
動
す
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｉ
報

酬
」
で
構
成
。
後
者
は
前
年

度
の
評
価
に
基
づ
き
、
上
下

30
％
の
幅
で
変
動
す
る
。
上

位
層
ほ
ど
Ｓ
Ｔ
Ｉ
報
酬
の
割

合
が
大
き
く
な
る
。

　

評
価
は
「
業
績
評
価
」「
役

割
評
価
」「
共
通
評
価
」
に
基

づ
き
実
施
。
な
か
で
も
役
割

挑
戦
促
し

挑
戦
促
し
会
社
の
持
続
的
成
長
へ

会
社
の
持
続
的
成
長
へ

ユ
ニ
リ
タ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
グ
レ
ー
ド
制
度

現
在
の
能
力
発
揮
を
評
価

執
行
役
員

本
部
長
／
部
長

執
行
役
員

本
部
長
／
部
長

部
長
／

部
長
代
理

部
長
／

部
長
代
理

PDPDＭＭ

SP1以上SP1以上 SP0SP0

プレイヤー

ハイエンドプレイヤー

事
業
推
進
家（
Ｉ
）

事
業
推
進
家（
Ｉ
）
社
内
起
業
家（
Ｃ
）

社
内
起
業
家（
Ｃ
）

I－2I－2 I－1I－1
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー

グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー

ディレクタープロデューサー

匠
（
SP
）
匠

（
SP
）

「
０
を
１
に
す
る
」

「
０
を
１
に
す
る
」

「
１
を
10
に
す
る
」

「
１
を
10
に
す
る
」

C－1C－1C－2C－2
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー

グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー

ル
ー
キ
ー

ル
ー
キ
ー

ト
レ
ー
ニ
ー

ト
レ
ー
ニ
ー

ア
シ
ス
タ
ン
ト

ア
シ
ス
タ
ン
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ア
ド
バ
ン
ス

ア
ド
バ
ン
ス

リ
ー
ダ
ー
／

エ
キ
ス
パ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
／

エ
キ
ス
パ
ー
ト

P0P0P1P1P2P2P3P3P4P4P5-2P5-2 P5-1P5-1

事業計画に基づき新規製品･
サービスとして組織化

Ｓ、Ａ、Ｂ＋、Ｂ、Ｂ－、Ｃ、Ｄの最終評点で
Ｂ以上（P5-1はＳもしくはＡ）かつ部長･
本部長の推薦を受けた社員の昇格を検討

Ｓ、Ａ、Ｂ＋、Ｂ、Ｂ－、Ｃ、Ｄの最終評点で
Ｂ以上（P5-1はＳもしくはＡ）かつ部長･
本部長の推薦を受けた社員の昇格を検討

金子紀子 取締役 上席執行役員 未来価値デザイン本部長

　

従
前
の
人
事
制
度
の
課
題

は
、
評
価
が
基
準
に
満
た
な

い
と
昇
格
ま
で
の
道
の
り
が

長
期
化
し
、
結
果
と
し
て
挑

戦
を
阻
ん
で
い
た
点
だ
っ

た
。
金
子
氏
は
「
将
来
に
向

け
た
目
標
設
定
で
は
な
く
、

で
き
そ
う
な
こ
と
を
設
定
し

が
ち
に
な
っ
て
い
た
」
と
当

時
を
回
顧
す
る
。

▼
本
社
…
東
京
都
港
区
港
南
２‒

15‒

1
品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
Ａ
棟

▼
事
業
…
企
業
向
け
デ
ー
タ
活
用
と
シ
ス
テ
ム
運
用
に
関
す
る
製
品
・サ
ー

ビ
ス
開
発
と
販
売
、
周
辺
シ
ス
テ
ム
開
発
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

▼
代
表
…
北
野
裕
行
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

▼
設
立
…
１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
５
月
24
日

▼
従
業
員
数
…
単
体
３
４
３
人
、
連
結
６
９
８
人

▼
グ
ル
ー
プ
パ
ー
パ
ス
…
利
他
で
紡
ぐ
経
済
を
つ
く
る

株
式
会
社
ユ
ニ
リ
タ

若
年
層
含
め
全
社
統
一

図
表
１
に
制
度
概
要
を
ま

と
め
た
。
ま
ず
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
大
き
く
分
け
て
、
専
門
性

を
駆
使
し
、
既
存
事
業
を
拡

大
し
て
業
績
向
上
に
貢
献
す

る
事
業
推
進
家
（
Ｉ
）
と
、

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
新
規
事

業
を
担
い
、
市
場
を
切
り
開

く
社
内
起
業
家
（
Ｃ
）
の
２

つ
が
あ
る
。
従
前
は
Ｃ
を
設

け
て
い
な
か
っ
た
が
、
既
存

事
業
を
拡
大
す
る
Ｉ
と
評
価

軸
が
異
な
る
た
め
に
新
設
。

ほ
か
に
、
専
門
性
を
極
め
て

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す

匠
（
Ｓ
Ｐ
）
が
あ
る
。

図
表
２
に
各
グ
レ
ー
ド
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
示
す
。
プ
レ

イ
ヤ
ー
は
現
場
で
業
務
を
遂

行
す
る
役
割
を
担
い
、
階
層

は
新
卒
入
社
時
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
Ｐ
０
か
ら
Ｐ
５
ま
で

あ
る
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
課

に
相
当
す
る
グ
ル
ー
プ
を
主

導
・
牽
引
す
る
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
を
担
い
、
Ⅰ
ま
た
は

Ｃ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

Ｐ
か
ら
Ｃ
、
あ
る
い
は
Ｉ

か
ら
Ｃ
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

す
る
手
立
て
の
一
つ
が
、
今

年
度
に
刷
新
し
た
新
規
事
業

創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｗ
ｅ

Ａ
ｒ
ｅ

Ｐ
ｅ
ｎ
ｇ
ｕ
ｉ
ｎ

ｓ
」
へ
の
挑
戦
が
あ
る
。
社

員
が
共
同
で
新
規
事
業
計
画

を
応
募
で
き
る
仕
組
み
で
、

一
次
審
査
を
通
過
す
る
と
大

学
で
事
業
計
画
の
作
成
な
ど

を
学
ぶ
権
利
が
得
ら
れ
、
二

次
審
査
と
検
証
を
経
て
事
業

化
へ
の
道
が
開
け
る
。

　

Ｐ
５
と
Ｉ
・
Ｃ
は
、
挑
戦

の
後
押
し
や
成
果
・
実
力
を

正
当
に
評
価
す
る
観
点
か

ら
、
も
う
一
段
階
上
の
Ｐ
５

―

２
と
Ｉ
―

２
・
Ｃ
―

２

を
設
け
た
。
金
子
氏
は
こ
れ

か
ら
難
易
度
の
高
い
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
挑
も
う
と
し
て
い
る

段
階
の
人
と
、
す
で
に
そ
の

評
価
は
、
①
業
務
遂
行
力
②

企
画
・
戦
略
構
想
立
案
力
③

課
題
解
決
力
④
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
／
組
織
運
営
力
⑤
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
⑥
変
革
・

革
新
力
⑦
統
率
力
⑧
自
己
成

長
力
／
人
財
育
成
力
―
―
の

８
つ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
か

ら
な
り
、
グ
レ
ー
ド
に
応
じ

て
重
視
す
る
項
目
が
異
な

る
。
例
え
ば
、
Ｐ
０
〜
２
は

①
と
自
己
成
長
力
に
着
目
し

た
⑧
の
２
項
目
だ
が
、
Ｉ
は

③
⑤
⑥
⑦
と
人
財
育
成
力
に

着
目
し
た
⑧
の
５
項
目
、
Ｃ

は
②
⑤
⑦
の
３
項
目
で
構

成
。
Ｐ
Ｄ
は
②
③
⑤
に
加

え
、
組
織
運
営
力
に
着
目
し

た
④
と
人
財
育
成
力
に
着
目

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
高
い
専
門
性

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
発

揮
し
て
安
定
し
た
成
果
を
出

し
続
け
て
い
る
人
が
「
同
じ

枠
組
み
に
混
在
し
て
い
た
」

と
理
由
を
説
明
す
る
。

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
グ
ル

ー
プ
の
集
合
体
と
な
る
部
を

管
掌
す
る
管
理
監
督
者
で
、

部
長
・
部
長
代
理
の
Ｐ
Ｄ

と
、
執
行
役
員
や
本
部
長
・

部
長
の
Ｍ
が
あ
る
。
ハ
イ
エ

ン
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
匠
は
Ｓ

Ｐ
３
が
上
限
と
な
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
全
社
的

に
統
一
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
グ

レ
ー
ド
を
導
入
し
た
点
だ
。

22
年
に
先
行
導
入
し
た
部
長

以
上
と
シ
ー
ム
レ
ス
に
接
続

し
た
。
金
子
氏
は
、
30
代
前

半
の
部
長
が
誕
生
し
た
点
に

触
れ
て
「
挑
戦
す
れ
ば
上
位

グ
レ
ー
ド
を
目
指
せ
る
夢
が

あ
り
、
若
年
層
に
抵
抗
が
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

求
め
る
人
材
を
言
語
化

22
年
度
に
は
同
社
が
求
め

る
人
材
像
と
し
て
、
経
営
陣

の
考
え
を
言
語
化
。
指
示
を

受
け
て
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
期
待
さ
れ
る
役
割
を
理

解
し
た
上
で
常
に
高
い
目
標

を
立
案
し
て
何
を
行
う
べ
き

か
を
考
え
て
行
動
し
、
新
し

い
価
値
を
付
加
で
き
る
「
自

律
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人

財
」
と
定
義
し
た
。

　

金
子
氏
は
自
律
型
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
人
財
が
活
躍
で
き

る
環
境
に
す
る
に
は
、
当
時

採
用
し
て
い
た
職
能
資
格
制

度
（
年
功
序
列
制
）
よ
り
も

ミ
ッ
シ
ョ
ン
グ
レ
ー
ド
制
度

が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
。

「
挑
戦
す
る
社
員
に
報
い
る

た
め
、
過
去
の
実
績
評
価
で

は
な
く
現
在
の
能
力
発
揮
を

評
価
す
る
制
度
が
必
要
だ
っ

た
」
と
話
す
。

　

制
度
の
構
築
に
当
た
っ
て

は
、
他
社
で
人
事
制
度
設
計

の
経
験
が
あ
る
プ
ロ
人
材
を

活
用
し
た
。
さ
ら
に
、
同
社

の
顧
客
企
業
に
人
事
部
を
紹

介
し
て
も
ら
い
「
情
報
交
換

会
」
を
開
催
。
人
事
制
度
に

関
す
る
知
見
を
共
有
し
て
も

ら
う
機
会
を
設
け
た
。

職務責任範囲職務責任範囲 ミッションミッション

MM 特定の組織全体／本部／
部門を管掌

本部の事業の創造と発展に関する事業推進を責任をもっ
て進める。

PDPD 特定部門を管掌、または特定部門を補佐
部門の事業の創造と発展に関する事業遂行に関して全体
を俯瞰し、責任をもって進める。

SPSP
特定の業務のスペシャリ
ストとして自組織の業務
遂行における一定の役割

事業の創造と発展に関して、専門的、技術的知見から実
現の可能性を見極め、新たな価値を作り続ける。

I/CI/C グループまたは複数チームを総括的に主導
グループの変革、変革業務をコミュニケーション力とリー
ダーシップを発揮して主導する。

P5P5 グループのチームを総括的に主導
上司の指示・会社の方針に基づき、複雑・イレギュラー
な業務をチームとして主導的に行う。下位等級に対して
適切な指示を出し、育成ができる。

P4P4
自分が担当する業務、他
メンバーをサポート

客観的にチームの状況を捉え、ミスを防ぐ仕組みを築き、
企画・提案を多く行う。下位等級に対して適切な指示を
出し、教育・指導を行う。

P3P3
担当業務に関して期待される役割を十分理解し、自律的
かつ協調的な姿勢で生産性を意識した業務を遂行・改善
する。周囲との連携や働きかけで目標達成に向かう。

P2P2

自分が担当する業務

担当業務に関して期待される役割を考えながら、自律的
かつ協調的な姿勢で生産性を意識した業務を遂行する。

P1P1
与えられた業務に関して、報告・連絡・相談を行いなが
ら粘り強く業務に取り組み、スキルアップを図る。知識
の向上のための自己研鑽、情報収集に取り組む。

P0P0 与えられた業務に関して、報告・連絡・相談を行いなが
ら粘り強く業務に取り組み、スキルアップを図る。

図表１　ミッショングレード制度の概要

図表２　各グレードの職務責任範囲とミッション（抜粋）

　

ユ
ニ
リ
タ
（
東
京
都
港
区
）
は
18
年
ぶ
り
に
人
事
制
度
を
刷
新
し
、
２
０
２
４
年
４
月
に
ミ
ッ
シ
ョ

ン
グ
レ
ー
ド
制
度
へ
移
行
し
た
。
改
定
に
携
わ
っ
た
取
締
役
・
上
席
執
行
役
員
の
金
子
紀
子
氏
は
人
事

経
験
は
な
か
っ
た
が
、
技
術
や
営
業
な
ど
現
場
で
直
面
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
人
事
担
当
と
な

っ
た
直
後
に
改
定
を
決
意
。
背
景
に
は
「
挑
戦
を
促
す
制
度
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
持
続

的
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
他
社
の
人
事
部
と
の

情
報
交
換
会
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
で
突
破
口
を
開
い
て
き
た
金
子
氏
に
話
を
聞
い
た
。

し
た
⑧
の
５
項
目
と
な
る
。

共
通
評
価
は
、
社
名
の
ル
ー

ツ
で
も
あ
る
「
ユ
ニ
ー
ク
」

「
利
他
」
に
「
挑
戦
」
を
加

え
た
３
項
目
。
下
位
層
は
行

動
や
プ
ロ
セ
ス
の
ウ
エ
イ
ト

を
高
め
、
グ
レ
ー
ド
が
上
が

る
ほ
ど
業
績
に
連
動
す
る
。

　

基
本
的
に
最
終
評
点
が
Ｂ

以
上
の
場
合
、
Ｐ
５
―

１

は
Ｓ
も
し
く
は
Ａ
の
場
合

で
、
か
つ
部
長
・
本
部
長
の

推
薦
を
受
け
た
社
員
に
つ
い

て
、
上
位
グ
レ
ー
ド
へ
の
変

更
（
昇
格
）
の
可
否
を
検
討

し
、
３
月
に
決
定
す
る
。

　

最
後
に
金
子
氏
は
「
人
事

制
度
は
生
き
物
で
、
継
続
的

に
改
善
を
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
将
来
を
見
据
え
た
。
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